
平成29年度版 環境活動レポート

対象期間　：　平成29年1月 ～ 平成29年12月

平成30年  5月 2日　発行

エコアクション21



□　組織の概要

　

1. 事業所名 株式会社 ヰセキ北陸

2. 代表者名 代表取締役社長　土屋 勝

3. 本社所在地 〒 920-8628  

石川県金沢市問屋町1丁目32番地　　〔 延床面積 3,318㎡ 〕

4. 事業内容 農業機械の販売及び修理ｻｰﾋﾞｽ、農業関連施設の設計・施工

育苗用培土の製造、販売、建設機械の貸出、広告宣伝物配布

ｺﾞﾙﾌ場用機械等の販売及び修理ｻｰﾋﾞｽ、精米機の設置・管理運営

*特定建設業許可　機械器具設置工事業、建築工事業

 石川県知事 (特-25)第5717号

5. 事業概要 設立年月日

資本金 9,000万円

従業員数 204名(H29.12月末現在)

売上高 68億円

事業所数 17事業所

6. 環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 管理部長 森田　太

環境管理事務局 管理部 齋藤　恭兵

連絡先 株式会社ヰセキ北陸　本社

　 石川県金沢市問屋町1丁目32番地

TEL：　076-237-1515

FAX：　076-237-0660

平成9年8月1日

１. 事業概要
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7. 対象事業所の概要

○ 石川県

〒

 本社 石川県金沢市問屋町1丁目32番地

 千木総合ｾﾝﾀｰ  石川県金沢市千木町リ42-1

 小松営業所  石川県小松市大島町丙185

 能登営業所  石川県七尾市舟尾町ら18

 金沢西営業所  石川県金沢市示野町西80

○ 富山県

〒

 富山事務所 富山県富山市小中137

 黒部営業所 富山県黒部市沓掛637

 砺波営業所 富山県砺波市五郎丸133-1

 ﾚﾝﾀﾙ砺波営業所 富山県砺波市五郎丸134

 高岡営業所 富山県高岡市戸出伊勢領2521

○ 福井県

〒

 福井事務所  福井県福井市中新田町9-5

 培土工場

 坂井営業所

 奥越営業所  福井県大野市中津川31字11-2

 丹南営業所  福井県越前市矢船町13字東馬場9番20

 丹南鯖江営業所  福井県鯖江市水落町1-12-14

 敦賀営業所  福井県敦賀市木崎西子8-3

 若狭営業所  福井県小浜市遠敷8号8番地1

※H29.12月末現在

※平成25年度より全事業所の全活動を対象としております。

事業所名称 所 在 地 人員数

920-8628 38人

920-0001 26人

923-0001 8人

929-2102 5人

929-0059 4人

事業所名称 所 在 地 人員数

939-8183 21人

938-0013 6人

939-1327 9人

939-1327 4人

939-1105 5人

事業所名称 所 在 地 人員数

910-0813 28人

919-0473  福井県坂井市春江町本堂22
23人

4人

917-0241 4人

912-0004 5人

915-0057 6人

914-0814 4人

916-0022 4人

１. 事業概要
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平成29年12月31日現在

○　環境活動推進組織

計204名(平成29年12月末時点)

○　役割

名称 主な役割

環境統括責任者

・環境方針の策定、見直し　　・環境管理責任者の任命

・環境目標、環境活動実行計画の推進にあたり、経営資源(人・もの・かね)を準

　備する　　・環境活動ﾚﾎﾟｰﾄの承認

環境管理責任者

・環境活動実行計画の策定、実行指示、見直し

・環境関連法規の定期確認、社内通知　　・環境活動実績の定期確認

・環境活動取組状況を統括責任者へ報告　　・環境活動ﾚﾎﾟｰﾄの確認

環境管理事務局

・環境活動実行計画原案作成、個別環境目標作成　　・環境教育の立案、実施

・全社員への環境目標、活動計画の周知　　・環境活動の実績集計、全社公開

・環境活動ﾚﾎﾟｰﾄ作成、公開　　・環境活動関連の窓口業務

全社員
・環境方針の理解　　　　・環境活動の取り組み

・自部門の月次実績集計及び報告、増減分析

内部監査 ・各事業所の取組状況確認、改善指導　　・環境教育補佐

拠点環境責任者
(拠点長)

・各事業所の環境活動責任者として自部門へ環境方針の周知

・環境活動実績の確認、部門内周知

２. 環境活動推進組織、実施体制

環境統括責任者
（ 社長 ）

環境管理責任者
（ 管理部長）

環境管理事務局
（ 管理部・総合企画部 ）

社内監査

（ 監査室 ）

本 社 培土工場 千木ｾﾝﾀｰ 福井事務所 富山事務所

各営業所 各営業所 各営業所
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　◇　基本理念　◇

　株式会社 ヰセキ北陸は、環境に優しい事業活動を行うため最高責任者を筆頭に、各部門の業務

　展開を行う過程で環境に対する継続的改善を実行します。

　◇　行動方針　◇

１. 環境に関連する法規制等を遵守します。

２. 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（EA-21の考え方）を効果的に運用し、環境問題のﾘｽｸを

回避します。

３. 運営にかかる電力量・化石燃料の削減に取り組みます。

４. 業務活動を通じて排出される廃棄物の再資源化を推進します。

５. 水使用量の抑制と適正使用に努めます。

６. 環境レポートを公表し、環境コミュニケーションに積極的に取り組みます。

７. 環境保全型商品の拡販および環境保全型施設の設計に努めます。

平成25年 1月 1日

株式会社ヰセキ北陸

－　この環境方針は、全ての従業員に周知し、社外の人にも公開します。　－

代表取締役社長 土屋　勝

３. 環境方針
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　○　取組項目の環境目標

　当社の事業活動で生じる環境負荷において影響の大きい下記の項目について前年度実績を

基準値とした数値目標を設定し、環境資源の有意義な活用を目指すと共に使用量の節減及び

排出量抑制に取り組みます。

1．活動目標値

購入電力量

 (kwh)

ｶﾞｿﾘﾝ使用量

 ( ℓ )

軽油使用量

 ( ℓ )

灯油使用量

 ( ℓ )

化石燃料使用量

 ( ℓ )

二酸化炭素排出量

 ( kg-CO2 )

産業廃棄物排出量
 〔 ﾘｻｲｸﾙ 〕

( kg )

産業廃棄物排出量
 〔 最終処分 〕

( kg )

産業廃棄物排出量
 〔 合　計 〕

( kg )

水使用量

 ( ㎥ )

環境配慮商品購入

 ( % ) 60.0%
計 55.0% 60.0% 60.0% 60.0%

培土
毎年60%

以上
その他 55.0% 60.0% 60.0%

3,605
計 23,318 23,085 22,854 22,625

培土 19,603
毎年1%減

19,407 19,213 19,021
その他 3,715 3,678 3,641

288,194
計 312,394 312,394 312,394 312,394

培土 24,200
数値設定
せず管理

24,200 24,200 24,200
その他 288,194 288,194 288,194

66,266
計 87,876 87,876 87,876 87,876

培土 21,610
数値設定
せず管理

21,610 21,610 21,610
その他 66,266 66,266 66,266

221,928
計 224,518 224,518 224,518 224,518

培土 2,590
数値設定
せず管理

2,590 2,590 2,590
その他 221,928 221,928 221,928

847,751
計 3,295,550 3,262,595 3,229,969 3,197,669

培土 2,421,849
毎年1%減

2,397,631 2,373,654 2,349,918
その他 873,701 864,964 856,314

216,948
計 1,004,671 994,624 984,678 974,831

培土 776,696
毎年1%減

773,271 765,538 757,883
その他 227,975 221,353 219,140

0
計 756,000 748,440 740,956 733,546

培土 756,000
毎年1%減

748,440 740,956 733,546
その他 0 0

64,375
計 81,985 81,165 80,353 79,550

培土 15,639
毎年1%減

15,483 15,328 15,175
その他 66,346 65,683 65,026

152,573
計 166,686 165,019 163,369 161,735

培土 9,443
毎年1%減

9,349 9,255 9,163
その他 157,243 155,671 154,114

計 1,251,171 1,238,659 1,226,273 1,214,010

培土 749,874
毎年1%減

742,375 734,952 727,602
その他 501,297 496,284 491,321

取組項目
基準値

取組目標
数値目標

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

486,408

４. 環境目標・活動計画
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○平成29年度は以下の活動計画を社内に発信して活動を行いました。

4.環境目標・活動計画



1．活動実績値

購入電力量

 (kwh)

ｶﾞｿﾘﾝ使用量

 ( ℓ )

軽油使用量

 ( ℓ )

灯油使用量

 ( ℓ )

化石燃料使用量

 ( ℓ )

二酸化炭素排出量

 ( kg-CO2 )

産業廃棄物排出量

 〔 ﾘｻｲｸﾙ 〕

( kg )

産業廃棄物排出量

 〔 最終処分 〕

( kg )

産業廃棄物排出量

 〔 合　計 〕

( kg )

水使用量

 ( ㎥ )

環境配慮商品購入

 ( % )

※　産業廃棄物増減率は対前年比排出量で計算しております。

 購入電力の二酸化炭素排出係数は、　0.647㎏-CO2/kwh　を使用しております。

取組項目
基準値

数値目標
実績値 目標値 数値による

平成28年 平成29年 増減率 達成状況

培土 749,874 742,375 815,886 9.9% 未達成

その他 501,297 496,284 490,450 -1.2% 達成

計 1,251,171 1,238,659 1,306,336 5.5% 未達成

培土 9,443 9,349 15,847 69.5% 未達成

その他 157,243 155,671 137,058 -12.0% 達成

計 166,686 165,019 152,905 -7.3% 達成

培土 15,639 15,483 16,371 5.7% 未達成

その他 66,346 65,683 63,299 -3.6% 達成

計 81,985 81,165 79,670 -1.8% 達成

培土 756,000 748,440 774,000 3.4% 未達成

その他

計 756,000 748,440 774,000 3.4% 未達成

培土 781,082 773,271 806,218 4.3% 未達成

その他 223,589 221,353 200,357 -9.5% 達成

計 1,004,671 994,624 1,006,575 1.2% 未達成

培土 2,421,849 2,397,631 2,536,386 5.8% 未達成

その他 873,701 864,964 791,642 -8.5% 達成

計 3,295,550 3,262,595 3,328,028 2.0% 未達成

培土 2,590
数値設定
せず管理

4,880 88.4%

その他 221,928 92,130 -58.5%

計 224,518 97,010 -56.8%

培土 21,610
数値設定
せず管理

17,920 -17.1%

その他 66,266 109,120 64.7%

計 87,876 127,040 44.6%

培土 24,200
数値設定
せず管理

22,800 -5.8%

その他 288,194 201,250 -30.2%

計 312,394 224,050 -28.3%

培土 19,603 19,407 28,869 48.8% 未達成

その他 3,715 3,678 3,687 0.2% 未達成

計 23,318 23,085 32,556 41.0% 未達成

培土

その他 55.0% 60.0% 60.0% 0.0% 達成

計 55.0% 60.0% 60.0% 0.0% 達成

５. 達成状況と取り組みの評価・次年度の課題
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2.二酸化炭素排出量の集計

　全社で集計を開始した平成25年度からの二酸化炭素排出量の合計の推移をグラフ化しました。

平成29年度は培土工場での生産量の増加・配置転換による車両数の増加などにより、

電気・化石燃料使用量が増加したため、二酸化炭素排出合計量は増加した結果となりました。

しかし、その他営業所などの拠点での排出量は前年よりも約13%の削減となりました。

　図②は平成29年度の二酸化炭素排出要因となった資源別の内訳グラフになります。排出割合の過

半数を占める灯油は、培土工場での生産過程にて使用されています。

　灯油だけでなく、生産時に他の化石燃料や電力も多く消費する培土工場はCO2排出量も多く、排出

量全体の4分の3以上を占めていることが図③の内訳から分かります。

灯油, 
1,928,754

ガソリン, 
354,993

軽油, 
209,081

電力, 
845,199

図② 平成29年CO2排出量 資源別内訳

灯油

ガソリン

軽油

電力

(単位：㎏-

５. 達成状況と取り組みの評価・次年度の課題

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

その他営業拠点 931,335 934,382 906,880 873,701 781,823

培土工場 2,408,775 2,226,673 2,384,335 2,421,849 2,516,823

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

二
酸
化
炭
素
排
出
量

図① 二酸化炭素排出量の推移(単位：㎏-

CO2)

培土, 
2,516,82

3

その他

拠点, 
781,823

図③ 平成29年CO2排出量 部門別内訳

培土

その他拠点

(単位：㎏-

CO2)
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3．環境活動取り組みに対する評価と今後の課題

● 二酸化炭素排出量－1％

・ エアコンの温度管理の徹底・未使用時の照明オフ

┗ 社内監査の結果より、各拠点にて温度設定が順守されているところが増加してきました。

・ エコドライブの推進実行

┗ 社用車のガソリン・軽油使用量は削減されたが、燃費や車内の清掃などの点で改善の余地あり。

社内でのより環境によい運転を促すような取り組みを検討していきます。

二酸化炭素排出量は前年度と比較して増加しており、目標値には届きませんでした。しかし、増加要因

となった培土工場での生産量増加を除き、その他の営業拠点では電気量・化石燃料使用量が前年度に

比べ削減されている拠点が多くみられました。

● 廃棄物の排出抑制・分別徹底

・ 3S運動の継続

┗ 毎月各拠点より提出される実施報告にて管理しています。

・ 産業廃棄物の分別・管理の徹底

┗ マニフェスト管理一覧表を見直し、マニフェスト回収が法令に基づいて行われているか排出拠点にて

確認するとともに、管理・監査部門にて順守されているかチェックする体制を作りました。

廃棄物排出量は、本社移転時の廃棄物の処分や、拠点での不要書類などの処分が行われたため例年に

比べ増加しました。今後は廃棄物の排出量削減とともに、資源と廃棄物の分別を周知し、リサイクル品と

して回収される廃棄物を増やしていけるよう取り組んでいきます。

● 水資源の効率使用

・ 効率の良い洗車のこころがけ

┗ 各拠点にて任せきりになっているため具体的な方法を提案できるよう検討する。

・ 出しっぱなし、無駄遣いの禁止

┗ 張り紙などで周知しているが、節水用のノズルの導入なども検討していく。

水使用量に関しては、生産量の増加した培土工場を除けば、各拠点ともに減少傾向にあります。

目標値には届きませんでしたが、節水意識を持って行動していることが分かりました。

次年度は増加とならないよう、新たな取り組みも検討していきたいと思います。

５. 達成状況と取り組みの評価・次年度の課題
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1．教育・訓練、内部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの実施

・ 毎月、集計実績を社内掲示板で掲載し、拠点別取組状況を報告。

・ 社内3S運動の取組みとして、毎日の簡易清掃活動、年1度の外回り清掃・側溝泥出し清掃などを

実施・継続しております。

・ また、社内だけでなく、地域組合内の清掃行事にも参加し、社内だけでなく地域の美化活動にも

取り組んでおります。

2．環境上の緊急事態への準備及び対応

・ 環境上の緊急事態に備えて防災対応要領を制定し、社内掲示板にて開示しております。

・ 緊急事態発生時、影響を最小限に止める事を目的として拠点別自衛消防隊を編成し、

各人の責務、役割を明確にしております。

・ また定期的に防災訓練を実施し、緊急時に対応がｽﾑｰｽﾞに行えるよう訓練しております。

平成29年防災講習、訓練実績

場所 本社

日時 平成29年12月15日実施

内容 自衛消防隊の配置確認、役割説明

防災設備・非常用具の所在地確認

緊急避難時の対応・避難経路の説明

3．内部監査の実施

・ 1年に1回全拠点を対象とした社内監査を実施しており、監査項目にEA21取り組みについての

状況確認及びﾋｱﾘﾝｸﾞを実施しております。

非常用具等の説明時の様子

本社周辺の美化運動の様子

６. 教育・訓練の実施、緊急事態への準備及び対応
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1．環境関連法規の遵守状況

・収集運搬業者との契約書管理、保管 ○

・収集運搬業者の許可証確認 ○

・ﾏﾆﾌｪｽﾄの収集管理、保管 ○

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理簿作成、報告(3ｹ月毎) ○

・少量危険物貯蔵所届出 ○

・消防用設備点検の定期実施 ○

・消火器管理簿作成、使用期限管理、更新 ○

 大気汚染防止法 ・ばい煙量の定期測定 ○

 浄化槽法 ・定期保守点検、法定検査、清掃の実施 ○

 ﾌﾛﾝ排出抑制法 ・ﾌﾛﾝ充填、回収時は外部委託により実施 ○

・年間の原油換算使用量が1,500kℓ以下により、第二種省ｴﾈ

管理指定工場に該当しない事を確認した

環境関連法規への違反はありません、また環境当局からの違反の指摘等は過去3年間ありません。

2．代表者による全体評価と見直しの結果

　平成25年度よりエコアクション21の活動対象を全事業所に拡大してから今年で5年目となり、実施開始と

比較して一人ひとり環境を意識した考え方や行動ができるようになったことを実感しております。

　平成29年度は二酸化炭素排出量の削減・廃棄物の抑制などの昨年度までの取り組みを継続しながら、

産業廃棄物のマニフェスト管理体制の見直しなども行いました。実績結果としては残念ながら二酸化炭素

排出量は昨年度より増加した結果となりましたが、生産量の増加した培土工場を除けば、各営業拠点での

電気使用量・化石燃料使用量は減少しておりました。総合的には目標達成とはいきませんでしたが、各社

員目標に向け環境に配慮した取り組みを行っております。

　30年度では本社事務所の移転・鯖江営業所の追加での取組対象の変更もあり、29年度とは変化する

こととなります。過去の取組・実績を踏まえたうえで、資源使用量の維持・削減や廃棄物等の管理体制にも

新たな変化を取り入れ、よりよい環境活動を推進していきます。

株式会社ヰセキ北陸

代表取締役社長 土屋　勝

 省ｴﾈ法 ○

環境関連法規 要求事項・確認内容 評 価

 廃棄物処理法

 消防法

７. 環境関連法規遵守状況、代表者による評価・見直し
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